『　前かがみを利用しての移乗　』
手や足に力がある方（片麻痺も可）に
ベッド・ポータブルトイレ、車椅子等の移乗を紹介します。

①　移乗する方の足を前に出してもらう
②　介護者は、移乗する方の脇の下から手を入れ、下腹部辺りに当て
　　利用者を腕で挟む
③　介護者の反対の手を、利用者のお尻の下に入れる。
④　介助者は手のひらでお尻を押すようにして、利用者を立たせる
⑤　介護者自身は動かずに、利用者の体を介護者の真中に引き寄せる
　　その時の介護者の左手は、利用者のお尻をしっかり支えている
⑥　介護者は左腋を締め、利用者の足の回転に注意しながら着地させる

　ベッド・車椅子の時は
　介護者は、ベッドの上に右足を乗せて膝をついて、左足は床で。

　利用者に介助を施す前に、職場の仲間等で充分練習してからにして下さいね。
　ＰＴの先生からのアドバイスで
　「介護者が楽な時は、利用者の残存機能が活かされている時」
　毎日、毎回の移乗は、自立支援にも繋がりますよ～。
　ゆとりを持っての介護をするためにも、皆さんで精進していけたらと
　思っています。よろしくお願いします。 

『　手の入れ方　』
普通は、お尻を「持つ」感じになりがちですが、
利用者のお尻の下に、手のひらを下にしていれます。
親指をお尻の下の奥まで入れ、親指の付け根で押しながら手首を返します。
その後、手のひら全体でお尻を押すようにして、相手を立たせます。

この手の入れ方は、普段の立ち上がりの時の介助にも使えます。
お尻を少し支えてあげることで、利用者が立ち易くなります。
